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9. 土壌への有機物供給能力からみた農牧輪換システムヘの導入

優良イネ科草種

〔要約〕ブラジルサバンナのオキシソル（暗赤色ラトソル土壊）地帯におけるイネ科牧草5種の中で 、
土壌への有機物の供給能力の視点で地下部バイオマスを評価するとBrachiaria brizanthaが最も 多く、農

牧輪換システムヘの導入に適した草種である。
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〔背景・ねらい〕
現在、南米の亜熱帯地域では牧草地と 農耕地を相互に輪換することにより、地上部は放牧 に利用しつ

つ、作物の連作によ って損耗した 耕地土壌中の有機物を回復させようとする 農牧輪換システム（アグロ
パストラルシステム）の開発が進められている。そこで本研究では、主要 牧草の地下部バイオマスを比
較し、土壌への有機物供給能力という観点から農牧輪換システムの導入に適した草種を明らかにする。

〔成果の内容•特徴〕
1. ブラジル ・ マットグロッソドスル州において少 肥条件下（造成時に化成肥料でN-P205 -K20を0-80-

80kg/ha施用）及び多肥条件下（同0-1 60-l 60kg/ha施用）で造成され た5種の草地〔Braehi aria
decumbens (BD), B. brizantha (BB), Panicum maximum品種 Tanzania (TA), P. maximum品種 Tobiata (TO)及
びAndropogon gayanus(AN)〕において造成3年目に地上部及びリタ ー 並びに地下部0-lOcm、 10-20cm、
20-40cmの乾物重を測定した。その結果、各草種の地下部バイオマスは全植物 体バイオマスの53-76%
を占め、輪作体系下では重要な有機物供給源となる（図1)。

2. 両施肥条件下ともに各草種の地上部バイオマス量の差は顕著でな かっ たが 、地下部バイオマス量は
BB>BD>TA>TO>ANの順であり、BBの地下部バイオマスが他草種に比較して有意に大きく、特にこ
の傾向は多 肥区において顕著である（表1)。

3. 地下部バイオマスは下層 にいくにしたが って減少したが、 どの層においても BBの地下部バイオマ
スが他の草種を上回る（表2)。

4 以上の結果から、土壌への有機物供給能力は供試草種の中ではBBが最も高く、この観点からは農
牧輪換システムの導入 にはBBがよい。

〔成果の活用・留意点〕
1. 農牧輪換システムに導入する草種選定の判断基準となる。

2. オキシ‘ノル以外の土壌条件下では、 違っ た傾向が予想される。
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〔具体的デ ー タ〕
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図1 B.decumbens (BO)、B.brizantha (BB)、P.maximum品種Tanzania (TA)、P.maximum
品種Tobiata(TO)及びA.gayanus (AN)の造成3年目のバイオマス注：値は多肥区及び
少肥区の平均値

表1 少肥及び多肥下の地下部バイオマス 表2 多肥下の各層別の地下部バイオマス

草種／品種地下部バイオマス (tDM/ha) 草種／品種地下部バイオマス (tDM/ha) 

少肥下 多肥下 平均

B. decumbens 9.6 13.7 11.7b 

B. brizantha 16.2 21.9 18.7a 

?.maximum月:A 8.6 L0.4 9.5b 

P.1na,ti1num/TO 7.9 10.1 9.0b 

A.gayanus 6.4 8.2 7.3b 

平均 9.7 [2.7 l l.2
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2.67b 
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2.92 

注: 異なる文字間には有意な差がある 注：異なる文字間には有意な差がある
(p<0.05)。 (p<0.05)。
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